
５／２０（水）の発表

報道発表資料の配付日時 ５月２０日（水）１５時００分

発 表 項 目

農作物生育状況調査（５月１５日現在）について

（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

概 要 水稲、りんご、牧草の生育は平年並みに進んでおり、秋まき小麦の生育は

平年より早く進んでいます。

詳細は、別紙「農作物生育状況調査の概要」を参照願います。

参 考

次回公表予定

６月１日現在の農作物生育状況：６月３日（水）

報 道 ( 取 材 ) 農作物生育状況調査（５月１５日現在）について、広く道民に周知するた

に 当 た っ て め、積極的な取材・報道をお願いします。

の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)

と の 関 係 同 時 レ ク 道庁記者クラブ

担 当 留萌振興局産業振興部農務課（担当者：柴・清水）

（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ダイヤルイン ０１６４－４２－８４８０

内 線 ２７１１



※　留萌農業改良普及センター調べ

・水稲の生育は、平年並に進んでいる。一部で移植が始まった。

・秋まき小麦の生育は、平年より早く進んでいる。

・りんご、牧草の生育は、平年並に進んでいる。

摘要
平年差 評価 遅速日数

作物名
区分

生育は平年並みに進んでいる。

生育は平年より早く進んでいる。

生育は平年並に進んでいる。

生育は平年並に進んでいる。

 令和2年５月20日公表
 留萌振興局農務課　　  

生育期節

幼穂形成

展葉

生育状況

　（１）概　況

12.1

水 稲

3.9

※　遅速は±２日までを「平年並」、±３～４日を「やや早い(遅い)」、±５日以上を「早い(遅い)」としています。

草丈(cm)
茎数(本/㎡)

0
0.0

0.0

牧 草

　（２）各作物の生育及び農作業状況

38.8
1,289

0.0

0.0

0

0.0

0

早１日

0.5
0.1

早６日

平年並

13.4
▲ 28

長い
平年並

り ん ご

0.0

　気温は、上旬の平均気温は平年より高く推移した。
　降水量は、上旬は平年より多く推移した。
　日照時間は、上旬は少なく推移した。

小 豆

2　主要農作物の生育状況等

葉数(枚)

早２日

0.0

早２日

草丈(1番･cm)

1　気象概況（５月１日～５月15日）

農作業状況
作業名 遅速日数

大 豆

秋まき小麦

平年並

0.0
0.0

草丈(cm) 平年並
本年

0.0
0.0
0

0.0 0.0
0.0
0.00.0

2.129.6

（令和2年５月15日現在）

農作物生育状況調査の概要

～
～
～ 7.7 1.7 15.5 160% 42.7 133%5 月 11 日 5 月 15 日 12.4 2.3 16.5 2.2

6.1 0.9 25.5 243% 24.6 77%5 月 6 日 5 月 10 日 9.8 0.4 13.0 ▲ 0.7
8.0 3.5 11.0 108% 21.0 68%5 月 1 日 5 月 5 日 11.2 2.5 15.6 2.6

本年 平年差 本年 平年比 本年 平年比
留萌市

（平均又は積算）

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(h)
本年 平年差 本年 平年差



５/２７（水）の行事

報道発表資料の配付日時 ５月２０日（水）１４時００分

発 表 項 目 令和２年度（2020年度）留萌振興局長表彰（食品衛生功労者・食品
（ 行 事 名 ） 衛生優良店舗）について

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

留萌振興局では、留萌地域の食品衛生のさらなる向上に資することを目的
概 要 として、食品衛生の向上に特に貢献した者及び地域の模範となる施設を表彰

しています。
この度、次のとおり留萌振興局長表彰を執り行うこととしましたので、

お知らせします。
記

表彰名 令和２年度（2020年度）留萌振興局長表彰
（食品衛生功労者・食品衛生優良店舗）

日 時 令和２年（2020年） 令和２年（2020年）
5月27日（水）11:00 5月27日（水）14:00

場 所 羽幌町商工会研修室 スカンピン
（羽幌町南３条２丁目） （増毛町畠中町３丁目８０－５）

被表彰者 【食品衛生功労者】 【食品衛生優良店舗】
（おおはし てつお） （すかんぴん）

大橋 鉄夫 氏（羽幌町） スカンピン（増毛町）
（佐渡屋旅館） （池田 太郎）

【食品衛生優良店舗】
（すしどころ なかがわ）

鮨処 なか川（羽幌町）
（中川 護）

表彰の方法 田坂保健環境部保健行政室長から表彰状又は賞状を手交

参 考 令和２年度留萌地方食品衛生協会通常総会の席上で表彰する予定でしたが、
総会が書面開催となったため、上記のとおり執り行います。

報 道 ( 取 材 ) コロナ禍で暗い話題が多い中、明るい話題として広く道民に周知されるよ
に 当 た っ て う、積極的に取り上げていたきますようお願いします。
の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同時配付 (場所)
と の 関 係 同時レク

担 当 留萌振興局保健環境部保健行政室生活衛生課（担当者：田邊・大橋）
（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ダイヤルイン ０１６４－４２－８３３０ 内線 ３７００



５ ／ ２１ （木） の 発表

報道発表資料の配付日時 ５月21日（木） 14時00分

発 表 項 目
北海道社会教育委員の公募について

（ 行 事 名 ）

記者レクチャー 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

概 要

北海道教育委員会では、北海道社会教育委員を募集します。

◆北海道教育委員会では、北海道社会教育委員の一部を公募しています。

任 期：令和２年８月１日(予定)から２年間

職務内容：年３回程度、札幌市で開催される会議に出席し、北海道

の社会教育の推進に関する事項等についての協議、検討。

公募委員数：２名

募集期限：令和２年６月12日（金）必着

報 酬 等：会議に出席した場合は、報酬及び旅費をお支払いします。

問い合わせ先：詳しくは、北海道教育委員会のホームページをご覧ください。

(http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/move/syakyoiin/kobo.htm)

参 考 配付資料：北海道社会教育委員公募要領

公募チラシ

報 道 ( 取 材 ) 道民の意見を社会教育の振興施策等に反映させるため、北海道社会教育委

に 当 た っ て 員を募集します。

の お 願 い 社会教育の推進が図られるよう広く周知したいので、積極的な報道をお願

いします。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 【具体の内容等の問い合わせ先】

（ 連 絡 先 ） 北海道教育庁生涯学習推進局生涯学習課社会教育係

℡：(011)204-5744

【その他連絡先】

留萌教育局教育支援課 （課長：俵）

℡：(0164)42-8094 内線3200



北海道社会教育委員公募要領
（令和２年５月11日 生涯学習推進局長決定）

北海道社会教育委員は、道民の皆さんが主体的に行う学習活動がより効果的に推進される
ように、学習ニーズや課題を踏まえて広い視野から北海道教育委員会に提言や意見等を述べ
る機関です。
委員は、社会教育の振興に関して識見を有する方から15人以内を予定しており、北海道教

育委員会が委嘱します。
この度、より広く道民の意見を社会教育の振興施策等に反映させるため、次のとおり北海

道社会教育委員の一部を公募します。
なお、今回選出された場合、「第15期北海道生涯学習審議会委員」を兼務していただきます。

記
１ 応募できる方
次のいずれにも該当する方が応募できます。

(1) 道内に居住し、選任時（令和２年８月１日）現在、満20歳以上の方
(2) 社会教育に関心を持ち、具体的な活動をされている方
(3) 年間３回程度開催する会議に出席できる方
(4) 国又は地方公共団体の議員及び職員（道職員であった者を含む。）以外の方

２ 公募する委員の数
２人以内

３ 任期
令和２年８月１日（予定）から２年間

４ 職務の内容
年３回程度、札幌市で開催される会議に出席し、北海道の社会教育の推進に関する事項等

について協議、検討していただきます。

５ 応募方法
(1) 提出書類

次のアとイの書類を期限までに提出してください。
応募用紙等については、北海道教育委員会のホームページからダウンロードいただける

ほか、北海道教育庁生涯学習推進局生涯学習課及び各教育局に備えてあります。
なお、提出された書類はお返しできませんので、あらかじめ御承知願います。

ア 応募用紙
所定の応募用紙に、必要事項を記入してください。

イ 小論文
論文題

「共生社会の実現に向けて社会教育がどのように貢献すべきか」

上記論文題について、あなたの考えを800字以内（400字詰め原稿用紙２枚以内）で述べ
てください。

(2) 提出期限
令和２年６月12日（金）（必着）

(3) 提出方法
持参又は郵送
※持参の場合は６月12日（金）17時まで、郵送の場合は６月12日（金）の消印有効です。

(4) 提出先
〒O6O-8544 札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館８階
北海道教育庁生涯学習推進局生涯学習課社会教育係（TEL:011-204-5744）

６ 選考方法
教育庁に設置する選考会議において、提出された応募書類により選考を行い、選考結果

を応募者全員にお知らせします。

７ 報酬等
会議に出席した場合は、道の規定に基づき、報酬及び旅費をお支払いします。

８ 個人情報の取り扱いについて
応募書類に記載された個人情報は、公募委員の選考に関する業務のみに利用します。



 

 

〈北海道社会教育委員の公募について〉 

 

 

   ○ 北海道教育委員会では、より広く道民の意見を社会教育の振興施策等   

     に反映させるため、次のとおり北海道社会教育委員を公募いたします。 

    ○  詳細は、「北海道社会教育委員公募要領」をご参照ください。 

記 

１ 公募する委員の数 

   ２人以内 

 ２ 応募できる方 

   次のいずれにも該当する方が応募できます。 

  (1) 道内に居住し、選任時（令和２年８月１日）現在、満20歳以上の方 

  (2) 社会教育に関心を持ち、具体的な活動をされている方 

  (3) 年間３回程度開催する会議に出席できる方 

  (4) 国又は地方公共団体の議員及び職員（道職員であった者を含む。）以外の方 

 ３ 応募方法 

  (1) 提出していただくもの 

   ア 応募用紙 

   イ 小論文 

     論文題「共生社会の実現に向けて社会教育がどのように貢献すべきか」 

上記論文題について、あなたの考えを800字以内（400字詰め原稿用紙２枚以 

内）で述べてください。 

   (2) 提出期限 

    令和２年６月12日（金）必着 

 ４ 問合せ・申込先 

    〒060-8544 札幌市中央区北３条西７丁目 

北海道教育庁生涯学習推進局生涯学習課社会教育係（TEL：011-204-5744） 

 

 



５／２２（金）の発表

報道発表資料の配付日時 ５月２２日（金）１７時２０分

発 表 項 目
山菜採りなどによる遭難が続いています。
～注意喚起の報道をお願いします～（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

道内では、５月に入り、山菜採りによる遭難が続発して
概 要 おり、４月以降６名が死亡するとともに、１名が行方不明

となっております。
また、７月から８月の夏山登山では、毎年30件前後の遭

難が発生し、遭難者は60代以上の方が４割を占めています。

１ 山菜採り遭難の防止について
（１）令和２年度山菜採り遭難発生状況（５月20日現在）

発生 遭難 死者 行方 ※例年、遭難件数及び遭難
件数 者数 不明者 者数の８割強が４～６月

に集中！
20件 22名 ６名 １名

（２）注意喚起のお願い
○ 遭難防止三箇条

「複数で入山」「目立つ服装で」「無理をしない」

○ 山菜採り入山者の心得として、
・ 家族や知人に、行き先と帰宅時間を告げる。
・ 事前に天候を確認し、天候の悪い時は入山しない。
・ 防寒着、食料、飲料水、携帯電話、鈴、ホイッスル等を携行する。

○ ホイッスルは、自分の存在を周囲に知らせることができるので、
入山時に必ず携行をお願いしたい。

２ 山岳遭難の防止について
夏山シーズンの山岳遭難の原因は、「脱水症、けいれん、低体温などの

体調に関するもの」が38％と最も多く、「転倒」が22％、「道迷い」18％
と続き、上位３つで約８割を占めています。
このため、次の点に留意した安全な登山の啓発をお願いします。

・自分の体力、技術に合った山に登る。
・余裕を持った計画を立てる。
・通信手段、装備を万全に。
・登山計画書は、家族や職場などの他に警察署などにも提出する。
登山計画書は、道警ホームページからの提出も可能です。

参 考

報 道 ( 取 材 ) 山菜採りでの高齢者の遭難が多発しています。報道各社の皆様には、
に 当 た っ て 遭難防止に関する注意喚起の報道をお願いいたします。
の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)
と の 関 係 同 時 レ ク 道政記者クラブ

担 当 留萌振興局地域創生部地域政策課 主幹 小倉 敦
（ 連 絡 先 ）

ＴＥＬ ダイヤルイン ０１６４－４２－８００８






